
4422膨 松本要吉担

そよ風と鳥のさえずりが
訪れる人を迎える

「二人でよくドライブに出かけます。行った先で散躍したり、

写真を撮ったりするんですよ。須川湖は近くですから、ときど

き訪れます。湖畔白緑は美しく 、風情があって落ち着きますねJ
と、松本さん夫事は笑顔で語ります。

週末には、湖畔の散歩を楽しむ人のほかに、釣り客も多く訪

れる須川湖。静かな森に阻まれた湖は、最蝦を楽しむ

のに最適な場所なのでしょう。

111月ごろに訪れた時は、須川湖の下に広が

る棚田白はるかかなたに、雪をかぶった北アル

プスの山々がきれいに見えました。お弁当を広

げて一日を楽しみましたが、周辺はとてもきれ

いに手入れがされていて感心しました。地元白

皆さんが環境美化に取り組んでいるのでしょう

ね」と松本さんは続けてお話くださいました。

揖能者 松本吉んご実聖[岩下)
そ白昔、盗み出した国分寺白鐘が湖底に沈ん

だとも伝えられる須川湖は、江戸時代の初めご

ろ、付近にあった沼地をせき止め、ため池とし

て築かれました。かつては、亙はボート、冬に

はスケ 卜にと多く白人でに吉わいました。

尼言言

昨年は、映画 「おょうJ(関本郁夫監督作品)

のラストンーンのロケ地としても使われました。

体自由一目、皆さんも映画の主人公になった

気分で湖時を散置してみませんか。
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上
田
市
・
対
・
守
町
・
真
田
町

3
市
町
に
よ
る
合
併
懇
談
会
を
開
催

5
9
月
泊
目
闘
に
「
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
」
を
設
置
i

a"1111一一+一一
hDl 

r • 
• 

• 

(2] 14.息16

8
月
間
山
田

ω、
上
田
市
役
所
に
お
い
て
上
田
市
・
丸
子
町

・
真
田
町
の
行
政
・

機
会

の
代
表
者
が
出
席
し
、
合
併
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
般
会
で
は
、
今
後
の
協
績

の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
想
敵
し
、
『
平
成
ロ
年
3
月
ま
で
の
合
併
を
目
標
に
、
9
月

下
旬
に
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
在
、
年
内
に
は
任
意
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
」

「
近
隣
町
村
に
は
呼
び
か
け
を
続
け、

準
備
会
へ
の
蓄
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

受
け
入
れ
を
前
提
と
し
て

3
市
町
協
議
の
う
え
、
速
や
か
に
意
思
決
定
を
す
る
」
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

合
併
協
議
に
O
L
て

3
市
可
の
意
向
確
認

広
域
合
併
を
+
宇
川
す
る
上
岡
市

・
丸
子
町

・

真
田
町
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
向
け

た
鯖
し
合
い
に
入
る
こ
と
を
磁
認
す
る
。

伍

併

一

議

会

設
立
準
備
会
の
設
置

1
準
備
金
の
飯
置
に
つ
い
て

別
世
紀
の
地
域
の
発
展
と
豊
か
な
住
民
生

活
の
実
現
を
目
指
し
て、

平
成
げ
年
3
月
ま

で
の
会
話
を
目
標
に
、
合
酔
に
関
す
る
調
査

・

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
自
意
向
を
尊

重
し
な
が
ら
合
併
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行

う
た
め
四
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
向
け
て

「準
備
金
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

に

2
準
備
会
の
股
置
時
期

第
l
回
準
晴
金
の
凋
慌
時
期
は
9
月
下
旬

と
し
、
関
幌
市
町
が
持
ち
回
り
で
開
催
す
る

0

3
準
備
会
の
出
席
者

車
備
会
出
席
者
は
、
各
市
町
三
役、

議
会

代
韮
3
名
、
合
併
拘
当
部
傑
長
と
す
る
。

4
県
へ
の
要
請

任
意
合
併
協
犠
会
設
世
の
際
は
、

合
併
重

点
支
援
地
域

(揖
1
〉
指
定
白
府
間
を
行
い
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
〈
県
か
ら
の
職
員
派
遣

等
の
支
援
を
要
請
す
る
。
派
遣
先
は
上
田
市

と
す
る
。

5
準
備
会
へ
の
県
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

今
桂
、
合
酔
重
ぉ
支
援
地
域
指
定
申
請
を

す
る
な
ど
、
県
の
助
言

・
支
援
を
必
要
と
す

る
場
合
も
あ
り
、
準
備
金
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
長
野
県
白
書
加
を
整
制
す
る
。



6
準
備
会
の
召
集

単
曲
全
に
座
長
を
選
出
し
、
準
借
金
は
座

長
が
百
聾
す
る
。

7
準
備
会
幹
事
会

準
備
金
に
提
案
す
る
必
要
事
項
の
調
査
・

研
究
・
資
料
収
集
を
行
う
た
め
由
幹
事
会
を

世
き
、
ム
ロ
俳
担
当
部
課
長
が
受
け
持
つ
。

B
準
備
会
事
務
局

事
務
局
は
各
市
町
合
併
担
当
が
受
け
持
ち
、

総
括
事
務
局
を
座
長
田
自
治
体
に
位
く
。

9
住
民
へ
の
啓
発
活
動

住
民
理
解
を
得
る
た
め
に
啓
発
活
動
を
各

市
町
が
行
う
。

叩
費
用
負
担

準
備
会
に
必
要
な
経
費
は
、
各
市
町
が
そ

れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。

け
情
報
の
公
開

会
識
は
公
開
し
、
情
報
を
積
極
的
に
開
示

す
る
。

ロ
行
財
政
現
況
調
査

各
市
町
は
、
準
備
金
に
先
立
っ
て
行
財
政

の
状
況
調
査
に
着
手
す
る
。

近
隣近

隣
町
村
へ
は
呼
び
か
け
を
続
け
、
準
備

金
へ
の
害
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

受
け
入
れ
を
前
提
と
し
て
速
や
か
に

3
市
町

が
協
議
し
て
意
思
決
定
す
る
。

+- dilll/ 
-.-ー一一念館

第
1 
ロ

筆

調雲
印T:<
項の
目

①
任
意
合
併
協
議
会
白
設
置
は
ロ
月
を
目
掠

と
す
る
。

②
合
併
の
方
式
は
、
任
意
合
併
協
議
会
白
早

い
段
階
で
決
定
す
る
。

③
合
併
ま
で
の
問
、
引
き
続
き
健
全
財
政
の

堅
持
・
行
政
の
効
率
化
に
努
め
る
。
駿
貝

の
地
貝
や
職
貝
給
与
の
増
額
を
し
な
い
な

ど
由
具
体
的
項
目
を
設
定
す
る
。

④
薪
規
大
型
事
業
は
、
新
市
建
陸
計
画
{
斑

2
)
に
位
置
付
け
る
も
の
と
し
、
合
併
前

に
岩
手
目
必
要
が
あ
る

「
箱
物
建
設
」
に

つ
い
て
は
、

3
市
町
が
協
議
す
る
。

⑤
近
隣
町
村
へ
は
呼
び
か
け
を
続
け
、
準
備

会
へ
の
安
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

受
け
入
れ
を
前
提
と
し
て
速
や
か
に

3
市

町
が
協
議
し
て
意
思
決
定
す
る
。

合併Z重点宣媛地織(※t}

合併協議会の設置等、合併に向けた機運

の盛り上がりのある地域に対し、市町村民

の2盟諸で際が指定します。指定されると困 ・

県から合併推進に対する財政的 ー人的な支

援が畳け旬れます。

新市建股計画(援 2)

合併後のまちづくりの基本方針、桜併と

なる事業、財政計図等を内容としたもので、

合併後も地域の 体的な盤館、均衡ある発

獲が同れるよう、地域の傍さんの意見を臣

映させ訟がら作成します。

.合併懇談会出席者(敬称略)

役職名

~の事項を各市町が

名

創

光昭

連夫

俊平

氏

母袋

書沢

茅野

邦勝

小泉

田口

市議会lilJ議長

市議会合併研究

市陸型歪里全歪里呈
役助

重参加して協磁を行います。

1準備会設置要綱の軍認、

2合併協轄の主体の施札、

項の協議について

任意合併協議会の設置時期

任意合併協議会の規約章、事務局の体制、経畳負担の割合

委員構成、委員候補(行政 ・畿会 ・住民代表 ・学識経験者等)

の選定、組晶体市j

任意合併協議会傍聴規定、市民への周知方法

世態合併協議会平成14年度事業計画案 ・予算案、名市町村負

担金額について

8任意古併協語会での協議事項 ・協議方針 ・行財政現況調査項

長

市議会議長

市

よ

田

座長の選出

合併の時期 ・合併方式芯ピ基本的事

3
4
5
 
6 
7 

憲明堀内長町
丸

豊

胃子

矢沢

柳沢

町議会議長

町議会副議長子

久

小山田秀士

好猷

片桐

箱山

町議会総務常任委員長

役

長町

助
町

公至佐藤

長員委
A

昔員
・
委

長
別

膚
滑

罰
W
暗
力

会
研

議
併

町
古

真
町議会議長

博文三井

第 1回準備会(丸干町盛場)

-準備金設立に関する合意曹の調印

茸2回準備金(真田町役場)

第 3回準備会

第 1回世意合併協議会

・在意合併協盟主設置に関する古意書調印

・規約、役員の選出、軍宮方針、事業計画(案)等の

審議

今後のスケジュール
9月24日出

10月9日嗣

11月下旬

12月末

衛

正三

良徳

宮崎

柄沢

荒井

長二
員
二

究
委
二

研
副
二

併
4
E二

合
員
二

会
委
二

識
別
二

町
特
ラ
助

町
t支

収入役

田

-合同事務所段置

・在意合併協種主審議

-法定合併協盟主設置譜軍を議会に握軍

平成15:<:李
1月

1月-11月

12月

14.且16[3] 



長
野
大
学
生
が
市
役
所
で
イ
ン
タ
ー
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ

y
プ
は
、
学
生
が
夏
休
み
な

ど
長
期
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
企
業
や
自
治
体

で
職
業
実
習
を
行
い
、
職
業
観
を
育
て
、
将
来

の
職
業
選
択
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

市
で
は
長
野
大
学
産
業
社
会
学
部
と
協
力
し

て
、
授
業
科
目

「自
治
体
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
演
習
」
と
し
て、

今
年
度
か
ら
研
修
生
回
受

け
入
れ
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内
の
自
治

体
と
し
て
は
初
め
て
で
、
全
国
の
自
治
体
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

今
回
は

7
月
か
ら

8
月
に
か
け
て
、
日
人
目

ー上原涼子宮ん{鵬社蝉部3明

ー責任と4・1//え。It!llなUoftで ~r.

研
修
生
が

3
つ
の
コ
l
ス
に
分
か
れ
て
、

市
役
所
で
白
職
業
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

コ
l
ス
の
内
訳
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

(
観
光
課

)
5人
、
市
街
地
活
性
化
事
業

(
商
工
課

)
6人
、
環
境
対
策
・
保
全
事

業
(
生
活
環
境
謀
、
廃
棄
物
対
策
課
、
都

市
計
画
課
)
2人
で
す
。

研
修
生
は
そ
れ
ぞ
れ
由
実
務
体
験
を
生

か
し
て
、
大
学
白
後
期
授
業
で
上
田
市
の

行
政
白
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
報
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぐ

司.

平出 裕吉んt醐曲輔3酎

成政晴括健佑の. .11. .11111'/でLた 、
「まちづくり塾Jで意見尭衰砂

1 区駿日 10月24日側
2 本鼠験に応募できない人
( 1 )日本国猫を有しない人
〈目地方公務員注餌16，民各骨

のいずれかこ骸当する人

胎
概
鍍
位
置

区
画
肘

-
R
問
団
文

鋤
山
戸
値
，

.m
作山い

以目2
人

月
た

4
れ

年
まω笠

剛
一
昨

• 
防消

t 鼠駿目 10月29日凶
2 ，依民験に応募できない人
(1)臼本国絡を脅しない人
(2)地方公務員逮第16条各号

のいずれかに阪当する人

閣

験

愉

蓋

室

事

由時
一
四
時
間
問
問
問

以
健
人
目
の

園
田
保
る
引
み

-
2

、
す
月
込

町

一
月
で
有

3
男

函
一
4
れ
を
宇
宙
槽
〉

河
一
年
2
5

格
引
取
む

a一
犯
生
費
削
に
含

一
和
の
の
向
で
を

一
昭
降
師
仰
い
ま
人

師健保

a:温

講a車内曹の説明を縄いて、社会

体験ができる点に興味をひかれま

した。車は 「市街地活性化事章」

コースで商庖衡の顧客 ・庖掴調査

を行いました。商庖衡の各JIl舗の

暗買層がどのようになっているのか、品ぞろえやお胞

の外観・内甚などの項目を作 q て調告し、その中から

¥0商舗程度の自主のかたにアンケー トに協)Jl'ただき

ました。このアンケー トを商工告温所の「まちづくり

輸Jで彊車しましたが、商高主の皆さんは国状をf'lと
か草書しようという怠且のかたが多く剰融になりまし

た。抵づいたのは、その問題意識をどのように具体的

な展開に持うていけばよいのか、そのJi法が分からな

い面があるということでした。私たちの提案を皆さん

が然心に聞いてくれたのも賂しかったですね」インター

ンンップは貴慣な艦験でした。これからの蹴駿に生か

していきたいと思います。

キミ4司情磁を待つ乞いる-Part2-

進路選択の祖野を広げるため、

市世所の仕引を知りたいと思いま

した。弘は 「ふるさと制生事'I1J

コースで、『上回わっしょいJの

準備に取り組みました。舟年金損

所のかたから「何か学生の感性を生かしてイベントを

やらないか』とアドパイスを受け、イベー〆トを企画し

ました。イベントでは日程調整や内容把握など、全体

を統括しましたが、進行状況を把握するのは思いのほ

か鍵しく感じました。外郎との交渉も責任と心構えが

必要ですし、学生という車畿では通用しないことも分

かりました。ひとつのイベントを全て自分たちでコー

ディネー トするのは初めての輯睡でした。全体の桂括

をしたことで、企画をどのように克行に移すかという

貴重な輯瞳をしました。ニの概瞳は金重でもdi世所で

も必要だと思います。進路週択の }で'"かしていきた

いと思勺ています。

( ) 

験

幽

査

査

院

肘

検

後

隻
療
関
文
格
力

敏
畜
製
作
性
体

以
産
資
成
に
含

自
助
の
平
で
を

2

師
(
玄
人

月
で
闘
人
自
の

4
れ
・
・
る
刻
み

写
ま
隠
す
月
込

"
“
生
た
有
3
見

初
の
ま
を
年
得
〉

昭
陣
師
絡
山
間
取
む

助産自市.，医院
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-平成14年度上田市職員事集要項

1>採用人員吾職種とも若干名 1>必要事蹟 包畳

鞍申込書(総務課にあります) ②壇歴書(高校在学

者は全国高等学校統用紙を慣用し、その他のかたは

総轄揮にあるものを笹用) ③80円切手話付の白二重

封筒(合否連路用。あて名を記入) ④慌健師 ・助産

師 ・看護師は免許旺の写しまたは貰格取樽見込証明書

1>豊監申込書の配布 9月17日凶から b申込期間

9月17日b幼から10月4日固までに市住所輯務諜ヘ申

し込んでください 1>問い合わせ 輯務課職員伍 Cft
22・41凹困1203・1204)

保
健
師・

(4) 14.9.16 



"'" 'fち"
つくる
私ぬ意見
上田市は『市民参加による開かれた市政」を

推進しています。

市政に対するご意見・ご提言をお寄せください。

.市長への手紙 (市役所輯古車内窓口 書主所・公民

館などに専用のはがきを用意しています。切手を貼ら

ずにお出しいただけます)

.市政担言電子メ ル (mayor@citY.ueda.nagano.jp)、

市町提言電話 ("25・2539)、市政提言ファックス(!ll

23-5111)でも聖け付けています。

; 収入役に小池俊ーさん ! 
• 9月 3日ω開催の 9月市議会定例会で、収入役 ?

lに小池俊 さんが議会の同意を得て選句坊されま :

iした。任期は9月 3日から 4年闘です。 ! 
-・E ¥ 、略歴 t 
l EL J. 慶応義塾大学商学部卒業、 4

i i一 、欄八十二銀行三好眠時、 !

; 、ケJ 聞大臨時、同証券部長、 1
. ~，.~ 同資金証券部長、側長野パ ?

! 、.昏・V スターミナル代表取締役社 :
I ... 晶 F 長 4
占 小池俊一吉ん ? 
• (61叢 ・新 田，
・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー-

QI市立図書館は割化し、輔数も少ない。図書館をEくさんの人側

用できるすばらしい也のZしてほしい。

市立図書鰭1<II¥'l和4日科こ建設されました。
そのため本棚の設置スベ スも限己れ、

約33)]8.00日間Eる蔵書のうち皆古んにと貰いただい

ているのは蔵書主体の351てーセニ卜程度です.

つ白図書館の蔵書数には限口がありますが、平成7
年がうよ田市在吉め7市町村の公共図書館による上団

地域図書館情報ネットワーヲ「エコール」が穂動し、市

立図書館に草い本が他の参加図書館にあれば‘その図

書館かう惜口た口返却するととb'できるように耳りました.

また国立国会図書館長野県立図書館草ど他の公

(女性)-市長への手紙より~

共図書館との貸し惜りによって、できるだけ皆さんのご

要望に応えられるよう努めています。平成11には上図

書JJi童館に図書館の分室も開館しましたので、こ古らもと

利用ください。

とれからも多くのかたにご利用いただけるよう、資料

の質の充実や本棚の配置方法恕ど工夫在重ねていき

ますので、本の予約方法やお探しの本が見つから主主い

場合などI~、 お気軽にと相叡ください。

・問い合わせ先 市立図書館 ("n0880/U円L
http://www.citY.ueda.naga門O.jp/toshokan/)... 

Q2 昔は歩くことができE欄伽)が、いつの問巴聞くなってしまったり、削られて遇

れ怠〈怠つ定り、狭〈怠っていることがありますが、どう怠っているのですか?

ケース1 赤線が自然に消滅しているととが判明

した哩合

ま?公図上で赤線の有無在確認します。その桂、

隣接地権者 自治会畏と境界立ち会いを行い、赤線

の位置と帽を確定し、通行に必要芯赤臨であると自

治会が判断する場合I~，地元自治会と哩旧方法を横
討します。通行に必要が草い場合は 利害関係者と

自治会の同意を得て隣接地権者に払い下げ (売却)

在行うことができます.

な由、赤輯の払い下げを行った場合は、表示や慢

存畳記を行うため、法務局の公図 畳記講で確認す

るととができます.

( 5] 14.且16

(匿名)-市長への手紙より~

ケース2 赤線が削5れて通れtJく主主ったり狭く

怒っている箇所副判明した埴古

隣接地権者 自治会長と燐界立ち会いを行い赤線

の位置と帽を確定します.赤線を目jった原図書がわ

かる場合l広原図書{ζ橿旧を命じます.原図書が不

明左手場古I~地元自治会と檀旧方法を横討します。

.問い合わ世先 管理課 ("23引 25)

位置理
[※ 1 )赤銀/地IIWなく登記簿にち量観されていない道路叡

胞で公図よで道JMJ赤色巴鎗色されたこと巳由来して赤線(ま

た区馬入れ赤道怠ど)と呼ばれていまV.
このような感地は、固ま1E.隠よ田市所有の渥路般地です..... 

f 



-水道故障修理当番表 日曜・祭日等を表示

ぐ

( 

.問い合わせ上下水道局上水道醜 (C23・副34)

14.且16 [6] 



8 平 耐4年度下半期・
水道故障修理当番眉

お使いの水道が故障 したり緊急に修理が必要な場合は、次の水道故障修理

当番表白指定給水装置工事事業者にご連絡く ださい。連絡先が昼間 と日曜・

祭日 夜間等で違う場合がありますのでご注意ください。

-水道故障修理当番庖連絡先 (50音順)

会 社 名
ー刷円

アサヒ興業I車本田間町目凹 1 I 72・3414 72・4646 香原建股醐 住吉 1-7 1 22・701B

24'7612 24・7612 開西武住設 上回3166-11 1 22・3384

田 設 備 神佃1166-12 27・5625 27・5625 醐 倉H 流[輯カ、丘3-6-15127・3540

岩調設備 林之蝿357-10 22.3741 23・3717 岡田丸工務所 常薯滅6-11-13 22・3412

野菅工醐 臨動車635-2 24・3290 24.3290 嗣中央段備工業 古里194B-27 22・2B53

22・B022 22.B022 開卜ーワ管工|住吉田 2 1 27・6249

36・4186 5何3・24e6n93 同 トキワ ギ 水 道 常磐織6-9-10 22・1343
'"ι ，，，-，， 

設備醐 大屋643 35・0217 35日376 星ガ野プスロパ醐ン 圏分542 3B・8585

川上商会 大手2-B-15 22・OB5B 24-5371 醐中村商会 中之条1157-2 25・1046

川西設輔 小泉1121-9 24・3371 24.6779 醐一幸建設|輔が丘2-9-4 1 23'9797 

ヨ5 興 業 築地157-1 24・237B 24.237B 日 本 ガ ス 水 道 欄|天神4-2B-7 1 27・4434

原設備醐 輔が丘2-6-21 24.1797 24・1797 本州曹工醐|着久保1543-41 35・1054

工藤商会 富士山3365-1 3B.695e 3B.7784 マキノ商会|古里24-1B 1 23・2720

小林設幡工業所 上本蝿409 3B.240C 3B.2400 ミ ヤ ガ ミ 建 設 醐11果野241-7 1 3B・6519

真田段備 住吉6B9 22.0102 22-0102 醐 宮 下 組 11喜入2-1-17 1 22・0271

軍工業醐 中央車1-13 24'125e 24'1256 ミ ヤ ジ マ 控 研 醐i下之蝿248 1 38・8139

暗 南ガス設備 上田原435 22'5123 22-5307 宮 島 陵情醐l上本郷610-1 1 3B・7474

昭 和設備工業 中央2-24-22 24-3911 24・3911 間宮林設備|上本郷5B7-1 1 3B・7177
ー司自由

大手2-7-10 23・4099 31・2908 闇矢沢菅工|殿輔1015-2 1 23・3699
-，司官二.~.占-...，，'"同Jι圃伊ド

信 蓋空調設備 下之条233-7 27・B722 B2・B366 山崎設備工業開|常盤域664-7 1 27・5558

水工控彊 諏肪形Eド1 I 22・田02 1 22'0302 Iユ 設 備|常鐘城144B-ll 24・6593

器故輝俸理代金は自己負担となり‘修理した難者に支払っていいただくことになります。
*アパート・マンションー賃貸住宅等にお住まいのかたは、建物の管理者にご相骸ください.

26・0232

22・33B4

27・3540

3B・B36B

27・3277

27・6249

22・1343

22-551B 

25・1046

23・9797

27・1571

27・0777

23・2720

24・04B6

22・4058

3B・7474

3B・4050

23・3699

73・2322

24・6593

øuø• 下組受儲負担金・分担金 剛合同 上叩営業盟 団 23 酬

市では公共下水道彦紫に取り組んでいますが、その陸 だくことになります。変更する場合は必ず届け出をし

:世事業費の一部を下水道畳益者負担金 ・分担金として皆 てください。なお、畳益者の聖更は届け出をした翌月

:さんに負担していただいています。土地の所有者や地目 以降からになります。

.の変更などがありましたら次のことにご桂意くださL、。 ②図・畑など盟地等で、負担金・分担金の置収が噛予さ

:①土地の売買等により畳益者(負担金の支払い者〕が藍 れていた土地についても、宅地や雑植地(駐車場など)

わる場合は、負担金 ・分担金の支払L、について新旧置 に野価が聖わると新たに白担金 ・分担金が眠課されま

方の畳益者で話し合ってくださL、。受益者変更の届け す。

出をしないと負担金 ・分担金をそのまま支払っていた 軍住所を変更した場合は、届け出をしてくださも、。
・・・・......................................................................................................... . 

(7] 14.虫16



• 
若い手でJ守ってあげよう

秋の全国交通安全運動
g月21日出から 9月30日間までの10日間、 fお年寄り

をスロ ガンに、軟骨全国主通E全運動が始まります.

高齢者の交通事自主防止

シ トベル ト・チャイルドシ 卜着用の徹底

飲酒運転の根絶

ヘッドライトの早め点灯

1

2

3

4
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道路の美化奉仕活動を行いました
上回菅平インターチェンジから上関市への玄間口に当たる「しな

の木通り」で、道路の主化活動を行いました。これは揮年お盆前に

実施している活動です。

8月 3日出早朝、しなの木通りまちづくり協議会、母誼市長と上

凹市職n労働組合・ t回市水道労働組合、インターンンップの長野

大学生が協力し、約70人でアダプト γステム(道路の型親制度)に

ならって、草刈りとごみ拾いを行いました。メ1)り取った草は、近く

の鹿家に引き取っていただき、環境にも優しい作業となりました。
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識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

叩
月
5
日
出
午
前
9
時

S

V
と
こ
ろ

J
A
信
州
う
え
だ

神
川
支
所

・
神
川
小
学
校
体
育
館

マ
内
容

午
前
四
部
神
川
農
産
物

直
売

・
そ
ぼ
す
い
と
ん
の
試
童
(
農

協
支
所
構
内
)
。
午
笹
田
部
神
川

小
学
校
官
楽
器
班
由
演
書
・
上
沢
獅

子
の
彼
露
(
午
佳
1
時
1
)
・
講
演

「
宣
白
安
全
に
確
か
な
目
を
」
(
講
耐

醐
農
村
保
健
研
棲
セ
ン
タ
ー
所
長
・

浅
沼
信
治
さ
ん
/
午
桂
2
時
1
)

君農
学と
校の

副議主
I 2あ

..1回い
苧113を

マ
と
き

叩
月
5
日
出
午
前
8
時

初
分
1
午
桂
4
時

マ

と

こ
ろ

上

田
市
東
山
市
有
林
マ
内
容

森
づ

く
り
(
除
伐
・
間
伐
体
験
)
・
木
工

教
室
(
小
技
専
を
使
つ
て
の
工
作
)

等

マ
対
象

市
内
在
住
白
小

・
中

学
生
と
そ
の
家
族
マ
定
員

別

名

(
申
し
込
み
多
数
白
場
合
は
抽
選
。
江

お、

l
回
目
に
書
加
さ
れ
た
か
た
は

不
可
)

マ
参
加
料

大
人
1
0
0

0
円、

子
と
も
5
0
0
円

マ
申
し

込
み

9
月
初
日
閉
ま
で
に
股
林
課

ヘ

マ

そ
の
他

詳
細
は
申
込
者
に

桂
日
連
絡
し
ま
す

「
き
の
こ
展
」
に

お
お
ぜ
い
の
ご
参
加
を

健
康
被
溜
隈
(
宮
田

8
2
4
4)

上
小
き
の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議

会
主
備
で
、
「
き
の
こ
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

?
と
き

9
月
初
日
開
1
同
幻
日

樹
午
前
叩
時
i
午
桂
6
時
(
幻
日
は

午
桂
4
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

リ

ヴ
ィ
ン
上
回
庖
駐
車
場
マ
内
容

き
四
こ
展
示
会
、
き
の
こ
相
談
室
、

き
の
こ
写
真
展

楽
し
く
遊
ぼ
う

母
と
子
の
集
い

上
回
市
副
乳
児
隅
{
宮
田
・

4
4
0
8
}

マ
と
き

m月
4
日
幽
午
前
9
時

初
分
1
m時
初

分

マ
と
こ
ろ

上

岡
市
乳
児
院
マ
対
象

0
1
1
歳

6
か
月
児
と
そ
白
保
護
者
マ
定
員

先
着
目
組
マ
申
し
込
み

9
月

別
日
開
か
同
お
目
酬
の
午
前
中
に
電

話
で
上
田
市
乳
児
院
へ

?
と
き

叩
月
8
日

ω午
佳
l
時

加
分
i

マ
と
こ
ろ

上
岡
市
民
会

館

マ
内
容

①
記
念
講
演
「
9
月

日
日
を
ア
メ
リ
カ
で
体
験
し
て
」

中主

Z前

♀若
世宣

品主
45 " 

積書密文さん東京野弘 サtt
初年期81晴樹入社
長野支局を経て)5年から東京、J

志社政治想で国本のま主治 外
交を耳慣例.政治."降、備療局
次e襲警..τ、現在‘根室齢.

不
動
産
評
価
に
関
す
る
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す

間
E
R
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

8
0
2
6

2
2
5
・5
2
2
8
)

マ
と
き

叩
月
l
日

ω午
前
日
時

1
午
陸
4
時

守

と
こ
ろ
上
回
商

工
会
議
所
マ
内
容

売
買
や
相
続
、

賃
貸
借
、
訴
訟
な
ど
に
閲
す
る
不
動

産
評
価
に
つ
い
て
の
相
談

ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
タ
ル
の
輪
を

「ふ
ろ
し
き
市
」
出
信
者
募
集

エ
コ

ハウス

(
2
E
5
1
4
4
)

廃
車
物
対
策
甥

{
g
E
・0
6
6
6
)

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
白
推

進
の
た
め
、
「
ふ
ろ
し
き
市
」
を
開

催
。
出
底
を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
募

集
し
ま
す
。

マ
と
き

同
月
幻
日
冊
午
前
9
時

泊
分
1
正

午

マ

と
こ
ろ

エ
コ
・

ハ
ウ
ス
(
上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
)
マ
資
格

市
内
在
住
で

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
ろ
し
き
市

に
い
ま
ま
で
害
加
し
た
こ
と
が
な
い

か
た
(
営
利
目
的
の
か
た
は
害
加
で 害

き
ま
せ
ん
)

マ
目
的

多
く
の
皆

さ
ん
に
、
不
用
品
を
有
効
活
用
す
る

機
会
を
提
供
し
、
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
事

加
等
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

輸
を
ひ
ろ
げ
ま
す
マ
募
集
数

m

区
画
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選

)

マ
申
し
込
み

叩
月
日
日

ω

ま
で
に
エ
コ

・
ハ
ウ
ス
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
(
畳
付
時
間
午
前

m

時
1
午
桂
4
時
)

環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

生
活
環
境
旗
(
宮
田

5
1
2
0
)

県
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
「
買
い

物
袋
の
持
事
」
と
「
環
境
に
配
噂
し

た
商
品
目
勝
色
を
重
占
項
目
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
実
施
期
間

叩

月

1
日

ω
i
u

月
初
日
出

(
2
か
月
間
)
マ
テ
ー

マ

た
勺
た
一
人
の
買
い
物
か
ら

!iii 
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
情
報
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
定
価

4
0
0
円

マ

予
約
締

切

凶
月
日
日

ω
マ
配
布

日
月

中
旬
予
定
〔
代
金
と
引
き
換
え
)

10月5日出 ツルヤ大塵庫、マツヤ上園庖
10月"日出 商友歓初庖‘商友三好町居、 Aコープコア塩図后
10月19日比トマツヤ上回イ ンタ 館、やおふ〈土塙庫
10月26白出巴ジャスコ上属庫、しおだ野シヨヲビングセンター

程ロMの
固

no
 

M

L
'h
 

訓

嗣

暗

川

棚
酬

サ

許

盲

目
沖
ト
醐

・'"附
ヱ

噛

缶

タ
回

ι

-
畑
町

イ
脚
臨

ウ

固
家

• 
14.且16[9] 



上田市TMO構想を市が認定しました
.問い合わせ 商工課(宮23・539的

上回商工会議所が平成13年度にTMO構想 (中小小売商準高度化事輩締盟)を聾

定し、本年 4月に市へ認定申舗が出されました。市で検討 した結果、上回市中心市

街地活性化基本計画の内容に照らして適切なものである事が認められたので、 8月

9日幽に上田商工会議所に対し、認定轡を交付しました。

今後は、商工会瞳所を中心として商唐街団体等の皆さんが、 TMO事業メニュー

の中から実現可能な事撞を選ぴ、より具体的で実効性のある TMO計蘭を置定し、

国の認定を畳け、事業を実施していくことになります。

!|!i 
市
で
は
、
自
宅
で
介
護
が
必
要
な

か
た
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
か
た
を

ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
家
庭
介
護
者
慰

労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

次
の
条
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、

m月
7
日
閉
ま
で
に
、
地
区
由
民
生

児
童
委
貝
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

-
要
介
護
者
白
状
態

マ
上
田
市
町
支
給
条
件

要
介
護

3
・
4
・
自
の
か
た
か
、
耐
火
令
議
1
・

2
の
か
た
の
う
ち
重
度
四
痴
ほ
う
申

た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
畿
を
必

要
と
す
る
か
た

マ
長
野
県
白
宣
給

条
件

邸
歳
以
上
の
か
た
で
、
要
介

護
3
・
4
・
5
に
該
当
す
る
か
た

-
介
護
期
間

昨
年
日
月
1
日
か
ら
本
年
凶
月
白

日
ま
で
の

l
年
閣
の
う
ち
、
在
宅
で

6
か
月
以
上
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
た

・
介
聾
者
の
条
件

要
介
護
者
と
同
居
し
て
介
護
を
さ

れ
て
い
る
か
た

-
宣
給
金
額
{
対
象
者
)

マ
上
田
市

①
年
額
H
万
円

(所

得
税
非
課
説
世
帯
か
生
活
保
護
法
に

よ
る
被
保
護
世
帯
の
う
ち
、
介
護
者

が
侃
歳
以
上
の
か
た
か
心
身
障
害
者

で
市
長
が
特
に
認
め
た
も
の
)
②

年
額
叩
万
円

(介
護
者
が
前
記
以
外

ぐ

の
か
た
)

[世
帯
の
認
定
は
、
介
護

者
四
属
す
る
世
帯
の
前
年
分
所
得
税

額
に
よ
る
]

マ
長
野
県

l
万

5

0
0
0
円

自
動
車
寄
草
愈
す
時

ご
違
憲
幸

県
八
ム
書

錬

(
宮

0
2
6

・2
3
5
・7
1
7
7
)

市
生
活
環
境
額
(
宮
田

-
s
'
2
0
)

フ
ロ
ン
を
大
気
中
に
故
散
さ
せ
な

い
た
め
、
「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
」

が
動
き
出
し
ま
し
た
。

次
白
こ
と
に
注
意
し
、
地
球
環
境

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
叩
月
l
日
以
降
、
ヵ
l
エ
ア
コ
ン

付
き
の
自
動
車
を
廃
棄
す
る
場
合

は、

「自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
を
お

求
め
く
だ
さ
い

(払
込
用
紙
に
所

要
事
項
目
記
入
が
必
要
〕。

車
を

下
取
り
に
出
す
場
合
に
は
、
フ
ロ

ン
券
を
購
入
す
る
前
に
、
デ
ィ
l

ラ
と
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
購
入
先

郵
便
局

・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

(
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
・
ロ

1

ソ
ン

・
サ
ー
ク
ル

K
・
サ
ン
ク
ス
)

マ
料
金

l
枚
2
5
8
0円

②
自
動
車
を
引
き
渡
す
相
手
方
が

「第
二
種
特
定
製
品
引
取
業
者
」

で
あ
る
こ
と
を
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
に
基
づ

く
県
知
事
畳
録
通
知
曹
を
持
た
な

い
事
業
者
に
渡
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

14.且16[ 10 1 

上
小
高
等
蟻
業
訓
練
絞

〈宮
2
・
2
6
6
6
)

働
く
皆
さ
ん
や
求
職
中
の
か
た
を

対
量
と
し
た
、
l
T教
育
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

左
査
の
と
お
り

マ
と

こ
ろ

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
(
常

磐
城
1
1
3
l
m
)

マ
定
員

各

コ
1
ス

日

名

マ
受
講
料

二

橋
座

当
た
り
)

1

0
0
0
円

マ
そ
の

他

事
業
所
な
ど
で
の
白
人
程
度
白

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
希
望
す
る
内

容

・
日
時
で
講
座
を
行
う
オ
ー
ダ
ー

型
セ
ミ
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
希
望
者

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

上
小
高
等

職
業
訓
練
校
へ

文書作成、表計擁が
でさるかた

ハソコン骨じ者

パソコン智J'L.'者

対象者

{ 



f 

③
廃
棄
す
る
自
動
車
に
「
自
動
車
フ

ロ
ン
構
己
多
怒
え
て
、
自
遡
副
町
デ
ィ
ー

ラ
ー
や
解
体
業
者
等
「
第
二
種
特

定
製
品
取
引
業
者
」
へ
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
事
聾
者
か
ら

自
動
車
フ
ロ
ン
類
管
理
容
の

A
票

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

3矧

便利で確実な口座握替のご1刷用を

-幽民健康保険視

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

生豆
諸
環
績
限

(en
・5
1
2
0
)

審
由
集
合
注
射
以
降
に
生
ま
れ
た
、

生
佳
則
日
以
上
の
畳
録

・
狂
犬
病
予

防
注
射
義
務
が
生
じ
た
犬
〔
室
内
犬

も
含
む
)
か
、
平
成
H
年
度
狂
犬
病

予
防
注
射
未
実
施
の
犬
が
対
象
で
す
。

マ
と
き

(と
こ
ろ
)

凶

月

6
日

聖11は

生活環境課
(本庁舎 1階)

社会福祉協閣会
(宮27・8080)

児

回
午
前
9
時

i
m時
(
合
同
庁
舎
正

面
玄
関
前
)
、
午
前
叩
時
初
分

i
u

時
(
塩
田
支
所
)
マ
料
金

新
規

登
録
の
場
合
は

6
2
2
0円
。
継
続

白
場
合
は

3
2
2
0
円

車
成
制
年
度
市
町
村
蟻
屍
室
え
し

オ

1
9ム
ジ
ャ
ン
ボ
発
売

zm
野
県
市
町
村
領
周
飽
会

(2
0
2
6

・2
3
4
3
6
e1
1
)

こ
白
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
、
地
域
住
民

自
福
祉
向
上
の
た
め
使
わ
れ
ま
す
。

お
買
い
求
め
は
、
宝
く
じ
売
場
で
。

マ
発
売
期
間

9
月
初
日
嗣
i
凶
月

日
日
幽

社会纏祉協議会
(D22・3関2)

上回商工会議所
(倉22・4500)

毎週月~金曜日
8 :30~17:00 

毎週月~金曜日
9 :OO~16日00

結

高飴者険業相談

保育・子育て栢談
〈電極相鍛)

毎週月 ・火獲日
9 :00-16リ00

保育・子育て相談
(萄筆栂後〉

下水道工事に伴う爽通規制に

1し号豊富彦ご協力ご理解・

現在市内各所で、下水道工事を実施しているた

め、市民の皆さんにはたいへんご迷惑・ご不使を

おかけしています。

国道143号上田原信号から川西方面へ約400m白

区間でも、右図のとおり、今桂下水道工事を予定

しています。

朝と夕方の通勤時間帯は、原則として交通規制

を行いませんが、その他白時間帯は交通規制によ

る渋滞等が予想されます白で、市民の皆さんのご

理解・ご協力をお願いします。

下水道課 (fi23・5128)b問い合わせ

14.且16]
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国
民
健
康
保
険
と

老
人
保
健
制
度

叩
月
1
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
の
病
院
で
支
払
う
一
部

負
担
額
や
高
額
療
養
賓
の
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
.

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

病
院
で
医
療
を
受
け
る
と
き
・

入
院
す
る
と
き
の
一
郎
負
担
額

これまでより現却兜@
負担が・い@包.

安心従わ.

乳
幼
児

(
3
歳
未
満
)
の
医
療
費

負
担
が
2
割
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

叩
歳
以
上
白
医
療
費
負
担
が
l
割
ま

た
は
2
割
に
な
り
ま
す
。

-盟国E・

医
療
貨
が
高
顕
に
な
っ
た
と
曹
の

自
己
負
担
隈
麗
額

閉
じ
人
が
閉
じ
月
内
(月
の
l
日

か
ら
末
日
ま
で
)
に
、
同
じ
医
療
機

関
で
支
払
っ
た
保
険
適
用
内
申
自
己

E翠掴

37，200円(医療費が318，000円を組えた
ときは、超えた分の 1%を加算)

63，6凹円(医療費が318β佃円を超えた
ときは、超えた分の 1%を加寛)

般

上位所輔 (@5〉1121!醐円(医療賓が609脚 円 を 臥 17.?.回O円{医療費が醐脚円を紐えた
』たときは、紹えた分の 1%を加標)ときは超えた分の 1%を加算)

24，600円35.400円市民枝非課税世宇野

負
担
金
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き
、

.
 

• 

申
請
に
よ
り
恕
め
ら
れ
る
と
、
そ
の

“

超
え
た
分
が
高
額
療
聾
費
と
し
て
支

日

給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
自
己
負
担
限
度

"

額
が
、
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

…
『
保

険

鉦
』
@
震
幅
制
時
舗
を
$

{刊
緩
以
上
回
一
回
回
・
m
m来
瀦
回
一
同
園
)
・

日

現
在
の
困
氏
健
康
保
険
の
保
険
証

"
は
9
月
初
日
開
で
有
効
期
限
が
切
れ
、

H
m月
1
日

ωか
ら
新
し
い
保
険
妊
に

"
更
新
さ
れ
ま
す
。

• 
・

新
し
い
保
険
証
は

9
月
初
日
以
降

• 
"
に
1
世
帯
に
1
枚
(
同
一
世
帯
に
一

日
般
と
過
職
被
保
険
者
が
い
る
場
合
は

H
2
位
)
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

“

一
般
の
保
険
証
は
空
色
、
過
職
の

“
保
険
鉦
は
ピ
ン
ク
色
で
す
。
現
在
の

“
保
険
医
は
、
各
自
責
任
を
も
っ
て
処

“
分
し
て
く
だ
さ
い
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
・

72，30ゆ円(医療慣が361，500円を趨えた 140.2凹円(医療費が361，500円を超えた
とき1;1，組えた分の 1%を加実)ときl率、組えた分の 1%を加算)

般

よ師輔噛5}122官事摂tf問雪崩Fえ|24TE想ETFLT22)超えた

ピ
現行どおり現行どおり市民線非観税世俗

なお、 10月 1日以降に70歳に在るかたには「高齢者霊給者!iIJと鋭明書を、 9月
初日にすでに70揖立っているかたには、負担割合(1劃か2割)が記蔵された新し
い「老人受給者!iIJと臨明.を送付します申で、ご確毘〈だ古い。
医者にかかるときには、「保険!iIJと、厳当の新しい「憂給者直」が必要になり

ますのでご注意を〆

機t・".<健所.者ι冨傍観覧定a・・・m除砲の隊所司盆碩が670:方向を組える也・.

74且76[12) 

.... 国
民
健
康
保
険
・
老
人
保

健
に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
、

国
保
年
金
課
〈

g
n
・5

1
1
8
)
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。



事raわ唱歌宝寺fとい苦守人向-
bとき 10月20日(同午桂 1時3C分 -3時

bところ 上回城跡公園内本丸跡地(雨天時

市民会館2階大会議室) 炉内容 宜掘や唱

歌を秋空の下でったいます 1>持ち物 ビニー

ルンート I>t>加料無料1>書加方法 当

日時I閉までにお越しください 1>問い合わせ

上回童謡・唱歌を置する会兎束 ("22・0845)、

上村 ("24・6037)

宝くじの助成で
どん帳設置

上田子ども文化祭実行委員会では、子

ども文化祭を行うために旧第一中学校体

育館にどん帳(写真)と暗曹を設置しま

した。 この備品は、宝くじの助成金で整

備されました。

( 

ど
な
た
で
も
置
費
睡
「』ご
書
加
〈
だ
さ
い

長
野
大
学

・
街
中
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

事
務
局
(
安
持

g
u
・3
1
8
8
}

月昔日a 時蘭H =ーー写 号- 百宅'~名園|

'"月畠自国 "伺-20叩 市町村合併問周壱署1る 安井曹門ゼミ

'"月"日個 1日間-"叩
卒'自ドR・噌スメ・文スE樹テ・2明問ィ量発題ッ表闘にクつ会い，、てイオレ

盲ゼ図・ミ専門

-子ふJ育Tについて

'"月調目冊 "凶~加叩 金集生の8ゼ現渇ロエからミのッ徹ン告ヨJ→ 活動 聾噂門ぜミ

"月日目樹 "∞-20伺 司自馬治、'盆R附と仙隠何の事かー例下iII:究之錫 別 理事E門.. ゼEミ

"月'"日間 '"∞-"凶 ジェンダ . ，守働ー干膏て 古田専門ゼミ

"月"日開 市開~却叩 市民書加の街並みの再生 回申世豊田宣明寛

明幅耳目4圏E・旬~.、量A圃ー 晶輔副団恒..-千

須
坂
青
年
の
家
(
宮
H
・
3
0
1

7
)
で
開
催
さ
れ
る
自
然
観
察
会
へ

白
パ
ス
ツ
ア
l
書
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
今
回
は
、
休
日
に
も
仕
事
が
あ

る
、
父
子
・
母
子
家
庭
の
た
め
速
く

ま
で
行
か
れ
な
い
、
な
ど
の
理
由
で

な
か
な
か
子
ど
も
を
野
外
に
連
れ
て

行
か
れ
な
い
ご
家
庭
が
主
に
対
象
で

す。
マ
と
き

(テ
ー
マ
)
刊
月
初
日

側
(
の
び
の
び
歩
き
紅
葉
を
楽
し
む

秋
白
ハ
イ
キ
ン
グ

1
大
谷
不
動
尊
奥

白
院
渓
谷
1
)

マ
参
加
料

昼
食

代
1
2
0
0
円

マ
集
合

塩
田
地

区
、
創
造
館
、
中
央
公
民
館
、
神
科

地
区
な
ど
を
回
る
予
定
の
専
用
パ
ス

に
途
中
乗
車
し
て
く
だ
さ
い

マ
対

象

小

学

4
年
生

1
高
校
生
(
小
学

生
は
親
子
で
の
害
加
も
可
)
マ
定

員
約
加
名
(
須
坂
宵
年
の
家
で
先

着
順
)
マ
申
し
込
み

叩
月
叩
日

剛
ま
で
に
電
話
で
生
涯
芋
習
課
へ

マ
そ
の
他

当
日
引
率
し
て
い
た
だ

け
る
か
た
も
募
集
し
ま
す

「
駄
の
干
幽
川
を
事
き
ま
し
占
う
」

嘗
加
者
擁
集生

語
学
曲
面
隈
(
宮
田
・

5
1
0
4
}

マ
と
き

(テ
l
マ
)

①

9
月
幻

目
的
(
ハ

l
プ
橋
を
千
山
川
か
ら
眺

め
た
ら
)
②

m月
幻
日
田
(
幻
由

大
石
橋
と
太
鼓
岩
〕

マ
参
加
料

保
険
料
5
0
0
円

マ

集
合

い
ず

れ
も
午
前
9
時
加
分
水
産
研
究
所

(
小
牧
)
マ
対
象

ど
な
た
で
も

(
小
学
4
年
以
下
は
親
子
同
伴
)

マ
定
員
約
却
名
(
先
着
順
)
マ

申
し
込
み

い
ず
れ
も
1
週
間
前
ま

で
に
生
涯
学
習
課
ヘ

マ
そ
の
他

当
日
引
率
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
も

募
集
し
ま
す

!E 

田
平
成
時
年
の
成
人
式

園
遷
宮
委
員
を
算
集
し
ま
す

現
在
、
平
成
時
年
白
成
人
式
に
向

け
て
月
2
回
程
度
の
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
成
人
式
当
日
の
演
出
、
記

念
品
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
か
た
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。
な
お
、
式
白
日
程
は
来
年
1

月
ロ
日
価
午
桂
l
時
鈎
分
3
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

マ
部
門

小

・
中
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
、
一
般

マ
募
集
内
容

(規

申告

@
ホ
ス
タ
l
n規
格
ポ
ス
タ

は
4
y切
、
材
料
自
由
〔
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
除
〈
〕
)

②
作
文

(
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

6
枚
以
内
)
③
詩
・
短
歌
(
②
と

同
じ
)
⑨
事
語
(
字
数
羽
宇
前
桂
)

※
①
②
⑤
は
l
人
l
占
、
④
は
l

人
2
点
ま
で

マ
応
募
方
法

ポ
ス

タ
ー
は
裏
面
に
、
作
文

・
詩
・
様
語

は
表
面
に
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
、

日
月
初
日
関
1
U
月
3
日
仰
に
生
涯

学
習
諜
人
橘
同
和
教
育
担
当
部
(
串

3
8
6
0
0
2
5
上
岡
市
天
神
2

4
l
H
)
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
(
小
・
中
学
生
は
学
校

を
通
し
て
募
集
し
ま
す
)
マ
表
彰

置
秀
作
品
は
「
い
ぷ
き
第
2

一」に

掲
載
し
賀
状
・
記
念
品
を
贈
り
ま
す

3 
唾

マ
と
き

日
月
日
日
日
午
前
7
時

泊
分
上
田
駅
お
城
口
出
発

マ
見
学

先

木
白
地
方
白
上
松
町
事
沢
・
馬

蹄
を
訪
ね
ま
す
①
事
沢
自
然
体
華

林
(
森
林
泌
発
祥
白
地
)

・
森
林
記

念

館

②

属

飽

宿

場

・
藤
村
記
念

館
な
と
(
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
)

マ
参
加
料

3
5
0
0
円

マ
定
員
卯
名
(
先
着
順
)

マ

申
し
込
み

害
加
料
を
添
え
て
博
物

館
ヘ

マ
そ
の
他

皐
世
を
持
書
し

て
く
だ
さ
い

-
山
本
欄
と
山
本
直
純
の

-よ
も
や
ま
話結

念 の
館会

変， .. 

--1--

山
本
鼎
の
遠
縁
に
あ
た
る
嶺
田
久

三
さ
ん
と
音
楽
家
の
山
本
直
観
さ
ん

(
最
近
亡
く
な
っ
た
音
事
家
白
山
本

直
純
氏
の
弟
)
の
対
談
で
す
。
直
親

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
婁
も
ま
じ
え
て
の

催
し
で
す
。
ぜ
ひ
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

叩
月
6
日
間
午
桂
2
時

i

?
と
こ
ろ

し
ん
き
ん
イ
ベ
ン

ト
ホ
l
ル
(
上
田
信
用
金
庫
本
庖
2

階

)

マ

入
場
料

無
料
(
申
し
込

み
は
不
要
で
す
)

14.9.16 [ 13) 



f 

rd:うこを土田J
転入帯で新しく上岡市民に伝られた皆さん。もっ

と上凹のことを知りたくありませんか?

みんなで、 “あなたの上田"を揮してみましょう。

b日程等右裂のとおり bところ 中央公民館

第一会議室、料理実習室他(現地研修の行程等は朝

日にお知らせします) じ〉定員 20名(先着順)

~畳情料 8田円 (材料費等は5経費世収) ~保障

料 450円 ~申し込み 9月17日出から電話また

は直懐中央公民館へ(百22・07回)

茂木文雄さん

山口忠久さん

上回市眼員

盟Eかえさ 水 知田やiまL 子ば百年Eも 告固的 i 草卦のミ野匂ロ」ft ; 民館 きと
- 食"と・血"の岡田を考えるN

であり にた。っ等 に 私たち パートE 冒潰会

「自然科学の説是 /

私たのち 水給供すを と:や2然民害白自 堰やたり 雨少がなも 白
一生態系の危機 と 私

たちの暮 らし-J
一生物学者市川定夫さんを

でtゃ 用宍き 何
囲んで・・・

ムラサキツユクザの肱射糟によ

る宜容の研究で世界的に署名主生
チ札『

E害 物学者市11健夫さんのお岳を聞き、

ワ 勺形色や 田!:i: fut 1 米来E由をE 4 Vきと ま に池め 人頭と自然科学の現在について目
1て、 書長て 時せっ

楠 んいの ごろから疑問に思っていることを

重量
へ とHう? マと か。て、現在 質問できるめったにない様告です.

干親 違 皆さん穆加してみませんか。

で さつ ~とき 9月26日醐午睡7時~

おし まぎ 2E2 E 

間 忠則田さ ぅ1ドん マ発衰者 7央公民館中品午桂時2 ょ ・

~ところ 中央公民薗第一金蹟省

~.加軒 続科
やま

) o 7 e o でき 話電で マ入場英男んさ 改良第ー ん (植ん県 ネイ1;小聞ーt・マめた 考えてに 米そてし
b聞い歯わゼ 明日を創るトーキ

べりし γ 布なを ングプラザ21安井(置27・31師〕

日 寄

10月由26自

ー主孟民E バをク作でッろ動チう物ワ俊 Ba135側 a FJZ 庭it; 
た 冊5lテキス 真紀聞さ 右下珪

語
11月出98 

時laii;;霊22E 11月出30日
会Eルヨトでヨ作ス字る

]円 2 り
12月出14日

ダンッドク フ

へ 可辱向 、などく ッ卜作品無軒組親子2日マ定員マ てつ

曹込に岡炉月197 0ー 備を開し の をた に

10月日16臼刷 芥111麗之介「点鬼簿」 知せら 他町 等添をえ 込みし

叩月初日岡 島筒蔭村「朝飯」 し現地研睡
11月138刷太宰泊「待つ」 ま て

11月278醐中野重治「萩のもんかきや」 す 央公民館中 1月2 0 

。般l 左上表ま 智さ歴史どり雌活し

マンウp ae 

文学山敵歩娘県(現立文地学研鎗修) の 闘か日12月11日刷 ー ・三島由紀夫文牢館

;i 12月18日湘 一島由紀夫「梼を・〈少年」 程桂は日

1月106 おり ォ「2づ 触れ-

L月s日岡大江恒一郎「空の怪物アグイ J (1) へ

1月15日刷大江健週明酬アグイ 1(2) 日マそ 議軒り

マ・中 1 2 <な族 遣いrm，.嗣中央公民闘車阻帽目午量2骨 4崎です. お

14.且16[ 14] 



l緋叫勿伊判『吋怯1
体育課(包2お3.5引105ω.

|市民総合体育大会委H目指募集 園
.敏式野暗

bとき 11月 2日出~同10日間 bところ 市営野湾

場・染屋台グラウンド c>チーム編成選手は上回市内

在住・在勤のかた17名以内で編成してください じ〉参加

料 1チーム5.000円 c>申し込み 10月17日捕までに

参加料を樺えて体育臨へ c>その他抽選会を10月22日
同午後 7時から勤労者体育セノタ 会議室で行います

|スポーツおもしろランド閲傑 . 
bとき 10月14日(体育の日)のマラソノ終了後(午

前10時~正午) c>ところ i!i官障上餓技場・市営野総

鋤 c>内容 出舞(テコンドー・童手・太極移〉、ア

チェリー試射、キックタ ゲット、その他 c>参加料

無料

|略体育胞訓lIlllil体の慨(酬を畳け付けます.
夜間、学校体育館の利用を希望する団体の畳蹄を畳け

付けます。所定の畳揖中尉用紙(体育課にあります〕に

必要事項を記入のうえ、 9月30日明)までに体育盟へ提出

してください(郵送でも可)。団体畳輔の後、利用する

芋桂ごとに利用日程の調監を行います。なお、すでに畳

骨されている団体は、あらためて畳揖する必要はありま

せん。後期の学校体育施設の開故は11月 1日幽から行い

ます。

|小川|明刷机|酬は17171711:IIIJへぜひ11
10月から来年3月まで、毎週土暗日は、市内の小・中

学生の脅さんを対象に 「アクアプラザ上回」の入場料が

無料になります。

c>封童市内の小中学生 (保聾者 ・高校生は有料で

す) c>期間 10月~来年 3月の毎週土曜日(ただし、

10月19目、同26日、 12月28日は休館) c>聖け付け畳

付簿に必要事項を記入してください c>その他小学生

は必ず保瞳者の同伴、また巾学生は 2人以上での入場が

必要です

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................................................

曜 日 毎週火曜日

教室
時 間

参加者募集
受け付け午前11時~、教室・体操正午~午後2時

7~アブフザ上回 対

("26・2626)
聖

妊娠4ク月 (16i且)以降の正常経過をとるかた 担当医の許可を
得ているかた・習慣性流早産の既往がないかた

募集人数 随時曹纂

参 加 料
初回1.550円(内訳 入館料750円、レッスン料100円、保検700円)
2回目以降850円(入館料750円、レッスン料100円)

申し込み・問い合わt!lァクアプラザ上固まで事前にお問い合わせください。

臨時休館町お知ら世 10.月15日ω~同31日嗣の問、館内政修・機暢保守点検申ため休館します。

tから刈 無料 員2名0越放送信 岩崎信子 ろこと マ程日 講受てでき んか。 ボテラン すいま。 のために 本ではを 高齢者等やた 普館図

11月16日出 の

コ 名.、 距櫨

A 真国旗第雛コス 30km 

立市図 マ (先アさ市立 本がイこテ続おみ で B 信州の撮寓街道・丸子揖コ ス 30km 

主み申 ナん 右下表かたる好き ア の l は 7-J ・ c上田原古戦場コ ス 20km 

EEZ喜ifEiiに Z目
イ

D 上回合戦コス 10km 

ヘ サ のかじ な の の
Z2E 2 

11月17日田

l 代告蓋 と ため図曹作を をれ ま 不
コ ス名

'" .監

事首10マ) マ脅ぉ 、て 威作しなま由な自 。 E 真田幸村コス 6km 

) B 8 0 F 真回大助コ ス 4km l マ ・ まか
日 定 元 マ tLせるてた基か G 揖下町寺社巡りコ ス 4km へ

月 日 種 目 察合場所 所へか)す者は州上円O 講師 期日，町座内容

10月19自国 発音の基礎 l

11月16日白 発音の基礎"

12月21日凶 朗観の基礎 l

1月18日出 朗観の基礎"

候 必要 ウ 4 の
包22 2月15日出 期相限互発批表野及1び

11月16日出 ウォーキング 市営陸上鰻盟場あ iよこ 月197にォ!な 61 白おと

o 7 e o 朗相醜互発批表腎及lびl 
録時間隠午前9時叶1時30分(ー11ス月に16酬日はとな信り州ま上す園〉まり り、 t日kJなまり 害茄ク お、 2 年生 皆さ り

3月15日出

歴史ロマンウ方ークの10kmコ す場 情。 ん マ 謀略圏は午後1時却升-，時劫升

[15] 14.且16
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H E A L T H 

-麻しん予防接種(個別接種)
b対象者 援愚息主足以泉ゑ憲集見主捜主三心主

義乏主tt(ただし、 7歳 6か月未満)で、上田市に住

民票がめるかた、または外国人畳録をしているかたが

対畢(対草者には l歳由誕生月の前月下旬ごろに通知

します) 1>実施期間 来年3月31日間)まで(医療機

関により休診日が呉なりますのでご注意ください)

1>実施場所 下衰のとおり b接種目数 I回 1>接

種料金 無料 b持ち物 通知、母子健康手帳、体損

計、予診察(赤ち。ん手帳白中に入っています。体温

以外は記入してお持ちください) 1>注意事項 ①予

防接種を畳ける前に赤ちゃん手般の予防接種の説明を

よくお読みください ②事前に医療機関に電話予約し

てください ③体温は接種目直前に測ります。体温計

をお持ちください ④生ワクチン(ポリオ、 BCG等)

接種桂は 4週間以上、不活化ワクチノ(三種混合等)

接種桂は 1週間以上経過してから畳けてください ⑤ 

念忽思念主ι震建且孟ゑ以義変態集且主捜&以よゑ

瓜厳以a誠意思主ゑ以ゑ主主対法旦主主ゑ

な斗幌支民度蔑主刻車販法止立点念集案以ふt，-
健康推進課 ("23・8244)

-歯がはえたら教室
子ども白歯をむし歯から守るため由、正しい知識と

方法を身につけましょう。

1>とき 10月 2日附・同16日制午前10時-11時(畳

G U D E 

け付けは、午前 9時50分-IC時) 1>ところ 上回市

保健センター(市役所南庁舎 2階) 1>対象 歯が4

本はえてきたお子さん b持ち物 母子手帳、歯プラ

ン、コップ、タオル b申し込み 電器等で、前固ま

でに健康推進課 ("23・8244)へ

• r痴ほう」についての相談会
踊ほうのかたの介護方法等に関する相談を畳けます。

bとき 10月2日嗣午後 l時10分-5時 bところ

市役所南庁舎 l階高齢者介護諜 b定員若干名

b相殿担当 堀内静子さん(グループホーム 「せせら

ぎ」・看護相談室 「せせらぎ」代表、元国立小諸療華

所痴ほう性老人病棟同l婦長) 1>申し込み 電話で高

齢者介護諜 (..22・4100園1616)まで

，".'-ーー ー・・・ー........... .... ......... ... .... ... ..... ... ・・ーー..

:10月の乳幼据健康It壷・教室

-.: 

1>聖{寸時間 ①乳幼児健康監査(4か月児・ l歳6

か月児 ・3歳児) 午桂 l時-1時45分 ②2歳児教

室午桂 l時-1時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません] 1>持ち物 江乳幼児健

康器査母子健康手帳、健康陸査票(赤ちゃん手帳の

中にありますので記入してお持ちくださL、。3歳児は

視力・聴力検査を実施して、配入してください)、パス

タオル、おむつ、歯プラン(I薗6か月児)0 3歳児は、
尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2歳児教室母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ

シ、コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし ・フォー

クなどとおJlll 1>問い合わせ 健康推進課("23・8244)

圃保健官ン9-(市役所南宵書2階)

1歳 6か月

3 歳

2蔵児教室

・塩田母子檀a1!:ン9ー(祖国・川西II!ll!oかたのみ1

1 4か月 10月22日 14.5.16-6 .15 

・111酉祉会樋祉セン9ー(溜図・川西崎Il!oかたのみ)

l 3 揖 10月4日 11.8.1-9.30
12麓児教室 1 10月168'一「ー12.7:1= 8..31ー l

※塩田 ・川西地区の1歳6か月健診!<t:l1月に行います。

圃個別10か月児健鯵 {市内申書庇医癒横聞)

l個別叩か月 110月1日-31日 13.11.16-12.15
※10か月児健惨"、 4月以降、市内の委征医療機関で行
うことになりました。なお、対象者には個別に通知し
ます。群しくは、健康推進課までお層ねください。

14.且16[ 16] 
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姉妹都市交流

出石中学校奄訪問し号罪した

上田市立第二中学校の生徒20人が、 7月30日1;)Ij1J、ら 8月 1日同まで、上田市の代表として

姉揖都市兵庫県出石町を訪れ、中学生同士の交流を行い、親睦を深めました。

初日の歓迎会では、夏休み中にも力、かわらず宝生徒に参加していただき、吹奏車部の演奏

に迎えられ、心のこもった盛大な歓迎をしていただきました。 2日目には、意見交換金が行

われ、学校の棒子や相互の地域白特色立ど、たくさんの質問が出吉れ、有意義写会と1d:りま

した。その後、部活動への参加・見学が行われ、重参加した生徒は出右中学校の生徒に交じっ

て共に汗を流す主主どし交流を深めました。置には、それぞれ出右中学校生徒の家庭にホーム

ステイをし、生活体験交流を通して出石町の人々の渇かさに触れ、貴重E体験となりました。

この交流は今年で7回目と牢ります。今後も家庭交流等を通じて、姉峠都市の皆さんとよ

りよい関係を築いていきたいと思います。

V出石町を車内してもらいました . fj : 

[17l 14.且16
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回巡号ア』びsa 
や

5

怜
腕

r
鴻
書

出
園

初
動

あ
移

各コ スの時間需が少し霊草になっていますのでご違憲ください。

ジャスコ上田庖・アップルランド塩田底 ・重量逼泉「ささら白書J、上回しいのみ園重量にもステーションを開眼して

います。

利用者のみなさん、お待ちしています。

I巡回期間]10月~来年3月 市立図書館 (622・0880/園28・1118)

• 

一 2ー---10/18 11/8 11/29 
12/20 1/24 2/14 

3/14 
の各金柑n

s 
10/2 10/23 11/13 
12/4 12/25 I /29 

2/19 3/26 
の各水曜日

4 
10/4 10/25 11/15 
12/6 12/27 1/31 
2/21 3/28 
の各金雌日

E 
10/9 10/30 11/20 
12/11 1/15 2/5 
3/5 
の各水雌日

E 
10/11 1I!l 11/22 
12/13 1/17217 

317 
の各金曜日

ヨ-)¥1 1 
鑓 l同/16I円 11/27
園 112/181/22 2/12 

百|3A2
lの各水曜日

駐

停

車

場

( 
高時

時

間

Il!動図書館車 「やまびこ号」はどずみたでもご利問いただけます。エコ ルの利用者カ ドをお待ち〈ださい@

2 rやまびこ号Jでも利用者カードの発行 再発行ができます.その際、身分証明 (健康保険証 ・速転免許証寄与)をお待ち〈ださい。

14.且16[18 J 
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特別展
「三内丸山遺跡と信濃の縄文文化
ー青森県と長野県の縄文時代ー」
今回の特別展では、軒高í~t:'興隆した青森県の代

:表的な縄文遺跡である三円九山遺跡(青森市)やト以

:前から著名な遺跡である箇ケi遺跡(木造町)、量7，1
j韓議露)から出土した土器、石器、木製品、

彊 Eどの貴重な貰料を塵示し、紹介します。

また青森県と同樺に縄文士化が尭蓋し、「縄文王国」

:といわれた星野県の代表的な縄文遺跡から出土した資

:料もあわせて展示します。

主な居示資料としては 縄文時代前期 ・中期土器、

:星野県霧ヶ峰産の矢じり世間化クふ一手身具、土偶
(以上、三円丸山遺跡)、蓋諺土器、走白土器、土偶、

:茸筋り(亀ヶ岡遺跡、連企肥土器、台村鉢昨士器、注目土器(是111遺跡)、蝿文碓朗

i土器、弓;:伊、人骨(明司I[lt村遺跡)、縄文中期土器、土偶(茅野市概掴遺跡
?d:と) 大罪鉢肥土器、石皿、 石 土偶(富士見町曽利遺跡など)、理蒔肥土器、

釣手土器、ヒスイ装身長(茅野市長霊長遺跡)などです。

c>とき 開催中-11月4日明の午前8時30分~午後5時(毎週水曜日は休館) c> 

:ところ 信護国分寺賢料館展示室 c>入館科 大人250円、高濃 ・大学生180円、小 ・

:中学生60円(市内の小 ・中学生、高校生は無料) c>問い合わせ 信濃国分寺貰料館

: (宮27・8706)

仮
称

「
こ
と
ぶ
き
大
学
大
学

院
」
の
盤
立
に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
涯
学
習
に
対
す

る
要
望
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
と
ぷ
き
大
学
等

を
卒
業
し
、
学
習
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
を
対
量
と
し
た
大
学
院

の
設
立
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の

動

き

-
8月
定
例
会

8
月

1
日
同
開
催
し
た

B
月
定

例
会
の
圭
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。審

構
事
項

『上田市誌』

編さんだより⑩

人物編
『明日をひらいた上
回の人びと』

『上
回
市
誌
』
人
物
編
白

『
明
日

を
ひ
ら
い
た
人
び
と
』
に
は
、
上
田

市
の
出
身
か
上
回
に
住
ん
だ
こ
と
が

あ
る
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
社

会
の
た
め
に
尽
く
し
た
人
び
と

1
2

5
名
が
畳
場
し
ま
す
。

平
成
四
年
刊
月
に
団
名
由
選
考
委

員
に
よ
る
「
人
物
編
候
補
者
選
考
委

員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
約
l
年
聞
か

け
て
慎
重
に
審
議
し
て
い
た
だ
き
、

各
分
野
か
ら
掲
載
す
べ
き
人
物
が
選

考
さ
れ
ま
し
た
。
選
考
の
基
準
と
し

て
大
切
に
考
え
た
こ
と
は
、
そ
の
人

の
生
き
方
に
触
れ
る
v

』
と
に
よ
り
市

民
白
感
動
は
も
と
よ
り
、
青
山
Y
年
に

夢
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
人
物
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

平
成
日
年
四
月
に
団
名
の
執
筆
委

貝
を
委
嘱
し
、
各
人
物
に
つ
い
て
執

鍛
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
現
在
、
原

稿
は
す
べ
て
提
出
い
た
だ
き
、
ま
と

め
の
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

刊
行
は

平
成
同
年
白

3
月
由
予
定
で
す
。

『人
物
編
』
に
畳
場
す
る
、
も
っ

と
も
古
い
人
物
は
、
国
宝
八
角
三
重

() 

市陸舗古ん室(D26・9741)

塔
で
知
ら
れ
る
別
所
塩
泉
安
華
寺
の

t
'
E
L
 

閉
山

(
寺
を
闘
い
た
人
)
臼
繋
令
惟

ぜ
ん倦

で
す
。
惟
憶
は
鎌
倉
時
代
初
期
白

人
で
す
が
、
鎌
童
四
時組
長
寺
を
聞
い

た
撃
龍
と
も
親
交
が
あ
り
、
宋

に
留
学
し
た
桂
塩
田
に
安
楽
寺
を
聞

い
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
同
時
代
目

鎌
古
幕
府
の
執
権
職
で
あ
っ
た
北
条

氏
の
一
族
で
息
回
北
条
氏
の
視
と
な
っ

た
北
条
義
政
も
畳
場
し
ま
す
。
こ
の

塩
田
北
条
氏
は
、
そ
の
笹
義
政
と
そ

の
子
園
時
、
帯
俊
時
が
約
印
年
間
に

わ
た
っ
て
塩
田
に
住
し
、
こ
田
地
白

文
化
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

上
田
城
関
係
で
は
、
初
代
上
回
城

主
の
真
田
昌
幸
、
そ
の
子
信
J4、
信

繁
(
幸
村
)
兄
弟
、
そ
し
て
上
回
域

を
大
改
睡
し
た
仙
石
忠
政
、
さ
ら
に

仙
石
氏
と
交
代
し
た
松
平
氏
の
う
ち

K
Mち
か

完

d
aす

か
ら
松
平

E
周、

E
置
(
忠
園
〉
が

畳
場
し
ま
す
。
忠
周
と
忠
慢
は
幕
府

白
老
中
職
な
ど
も
勤
め
ま
す
が
、
特

に
忠
置
は
大
塩
城
代
や
嘉
氷
6
年
ペ

リ
l
来
航
時
白
老
中
な
ど
幕
府
由
要

職
を
歴
任
し
て
、

日
本
的
に
も
知
ら

れ
た
人
物
で
す
。

ま
た
、
江
戸
期
の
慨
総
関
係
で
は
、

上
田
藩
士
白
二
男
に
生
ま
れ
、
江
戸

日
本
橋
に
庵
を
聞
き
多
く
の
門
人
を

か

や

し

ら

省

育
て
た
加
舎
白
雄
が
登
場
し
ま
す
。

そ
し
て
上
回
白
門
人
と
し
て
知
ら
れ

る
小
島
畳
二

・
成
沢
雲
帯

・
岡
崎
知

毛
ら
も
畳
場
し
ま
す
。

文
学
間
部
で
は
、
医
学
者
で
小
説

g-a〈
州

川

Ta--Jr

家
・
戯
曲
家
の
正
木
不
如
丘
、
新
時

代
の
流
行
作
家
と
な
っ
た
久
米
正
雄
、

上
田
町
町
と
人
を
描
き
脚
光
を
浴
び

じ
-
ん

た
新
聞
潤
ら
が
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、
上
回
出
身
で
明
治
時
代
後

半
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ア
メ
リ
カ
で

活
躍
し
、
国
際
商
業
写
真
家
と
し
て

大
成
し
た
ハ
リ

1
・
K
-
シ
ゲ
夕
、

わ
が
国
写
真
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
草

分
け
で
あ
り
、
写
真
評
論
家
と
し
て

活
躍
し
た
成
沢
玲
川
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
写
真
指
導
京
で
あ
り
、
国
際
写
真

作
家
協
会
を
設
立
し
、
写
真
家
由
国

際
舞
台
へ
白
進
出
を
助
け
る
役
割
を

果
た
し
た
高
桑
勝
雄
、
山
岳
写
真
家

で
あ
り
、
郷
土
由
民
俗
芸
能
を
撮
り

、
今
よ
，

続
け
た
柴
崎
高
腸
ら
も
い
ま
す
。

絵
画
関
係
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
児
童
自
由
画
教
育
と
良
民

美
術
運
動
・
創
作
版
画
運
動
を
展
聞

か
u
a
A

し
た
洋
画
・
版
画
家
山
本
鼎
、
農
村

に
温
か
な
目
を
注
い
だ
洋
画
家
倉
田

他

t
a

，
白
孝
、
ま
た
彫
刻
家
で
画
家
の
中
村

信

te
直
人
ら
も
畳
場
し
ま
す
。

医
学
関
係
で
は
、
ウ
サ
ギ
の
耳
に

コ
!
ル
タ
!
ル
を
塗
っ
て
世
界
で
は

じ
め
て
人
工
ガ
ン
を
つ
く
る
の
に
成

功
し
た
、
ガ
ン
研
究
の
世
界
的
権
威

で
あ
る
山
極
勝
三
郎
も
畳
場
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
政
治

・
経
済
、
自
然
科

学
、
教
育
関
保
あ
る
い
は
歴
史
、
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
等
で
活
闘
し
た
人
び

と
も
登
場
し
ま
す
。

[ 19] 14.9.16 
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